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 福井・岐阜・三重・滋賀の四県が連携して，日本に飛来する黄砂の物理的，化学的な

性状やその広域的分布を明らかにするために，2005 年度に黄砂飛来時と対照時期に各 1
回調査を実施した．その中で，三重県は特に黄砂時に飛来する大気中粒子状物質に含ま

れる多環芳香族炭化水素類(PAH)の測定を行った． 
その結果，黄砂時においては四県のうち北～西側に位置する福井県，滋賀県で，対照

時の 4 県及び黄砂時の岐阜県，三重県の約２倍の高濃度であった．また，成分について

は，測定した PAH の 8 成分中ではベンゾ[e]ピレンとベンゾ[b]フルオランテンが黄砂飛

来時に主要な成分であった．各測定地点間の成分割合は類似し，特に黄砂時の粒径 2µm
以上の粒子中の PAH 成分は類似しており，PAH の由来が 4 県以外である可能性が考えら

れため，黄砂飛来時に後方流跡線解析を行ったところ，飛来した空気塊は北京付近の上

空を通過してきたことが明らかとなった． 
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はじめに

 黄砂は，中国大陸内陸部の砂漠や乾燥地域に

おいて，土壌，鉱物粒子が砂嵐等で巻き上げら

れ，偏西風に乗って春先に日本に飛来する現象

ととらえられている．しかし，砂漠化等の進行

により，近年では黄砂現象が増えているといわ

れており，我が国において黄砂観測の延べ日数

はここ数年増加傾向にある．また近年，中国の

経済発展に伴い大気汚染物質の沈着した粒子状

物質等の日本への到来が憂慮されている． 
そこで，福井・岐阜・三重・滋賀の四県が広

域連携して，飛来する黄砂の物理的，化学的な

性状等を明らかにするため，イオン成分，PAH

成分及び形態観察の調査 1)2)を実施した．その中

で，今回は PAH の結果について若干の知見が得

られたので報告する． 
 

方  法 
１．調査地点，調査日時について 
 福井・岐阜・三重・滋賀における試料採取地

点を図 1に示した．黄砂飛来時(黄砂時)として，

2005 年 4 月 15 日 13 時～18 日 13 時を，対照時

期(対照時)としては，2005 年 10 月 21 日 13 時～

24 日 13 時を選択し，試料のサンプリングを実

施した． 
 







 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．後方流跡線解析

次に，黄砂時および対照時における試料採取

時の後方流跡線解析 3)を行った．四県各採取地

点で後方流跡線解析を行ったが，対照時の一時

期の福井を除いては，類似の流跡線であった．

代表として三重の採取地点での黄砂時の流跡線

を図 8 に，対照時の流跡線を図 9 に示す．図は

採取時期の流跡線で，左上，右上，左下，右上

各図の順に24時間毎の120時間前からの流跡線

であり，起点は地上摩擦の影響が少ない 1500m
上空とした． 
 黄砂時の流跡線は，図 8 より明らかなように，

中国内陸部の乾燥地帯方面から，PAH(15 種類の

合計)が東京都や横浜市の約 10 倍と報告 4)5)され

ている北京付近を概ね通過して来ていることが

分かる．特に，右上図の 16 日流跡線から，空気

塊が北京近郊東側を通過する 13 日の真夜中頃

まで高度が低く，また，左下図の 17 日の流跡線

から，空気塊が北京付近を通過する 14 日の 12
時頃まで高度が低くなっていることが読みとれ

る． 
 一方，対照時の流跡線は，図 9 よりあきらか

なように，中国東北部の東部を通過した場合や，

日本付近を回っていた場合など，あまり一定し

ていなかった． 
 この空気塊の起源が，対照時に一定していな

くて黄砂時に北京近郊付近を通過していること，

そして，前項で述べた黄砂時に PAH の総量（濃

度）が増えていること，黄砂時に PAH の主要成

分が一致していること，黄砂時粗大粒子側の

PAH 成分割合が類似していることの 4 点から，

黄砂時に北京付近から PAH が運搬されている

と推定される． 
 
 

図７ 各県における黄砂時および対照時のサイズ別大気中粒子状物質 PAH 割合に

対するデンドログラム 

黄砂微小；黄砂時微小粒子状物質，黄砂粗大；黄砂時粗大粒子状物質， 

対照微小；対照時微小粒子状物質，対照粗大；対照時粗大粒子状物質 
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図８ 黄砂時の後方流跡線解析 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図９ 対照時の後方流跡線解析 



まとめ

 2005 年度に四県が黄砂時，対照時ともに各 1
回 72 時間の大気中粒子状物質採取による PAH
類の調査を実施し，次の結果を得た． 

1) 黄砂時の PAH 濃度は四県のうち北～西側に

位置する福井県，滋賀県で対照時の 4 県及

び黄砂時の岐阜県，三重県の約 2 倍の高濃

度であった． 
2) 測定した PAH の 8 成分の中では黄砂時に

B[e]P と B[b]F が主要な成分であった． 
3) 四県の各採取地点での PAH 成分割合は類似

しており，特に黄砂時の粒径 2µm 以上では

顕著であった． 
4) 黄砂時の後方流跡線解析では，空気塊が北

京付近の上空を通過しており，汚染物質を

運搬してきた可能性が考えられた． 
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